






 
研究要旨 
 小学 4 年生の児童 141 名と母親 31 名について、踵骨骨量の指標（超音波伝播速度；SOS、
透過指標；TI、音響的骨評価値；OSI）を定量的超音波法で求め、また尿中骨代謝マーカー
〔ピリジノリン（Pyr）、デオキシピリジノリン（D-Pyr）〕を測定した。同時に、年齢、慎
重、体重等を測定して、任意の１週間のカルシウム摂取の頻度調査を行った。母子間で身

体状況、カルシウム摂取状況と骨量、骨代謝マーカーとの関係を検討した。身長、骨量、

カルシウム摂取状況に有意な正の相関がみられた。男女児別では男児のみに身長と TI に有
意な正相関がみられた。TI、OSIと BMI、体脂肪率は、男女児共に有意な正相関が認めら
れ、女児は男児よりも有意な正相関を示した。これらの結果から骨量に影響を与える要因

として男児では身、BMI と体脂肪率、女児では体脂肪率が示唆された。 


